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I。序

　

論

前２同ノ賞験結果ニョツテ、賓験結核二於テ

l-Askorbinsaure ^人型結核菌感染前二相常長

期間二亙り大量注射スレバ、結核感染二對シテ

可ナリノ抵抗カテ得ルコトヲ知ツタ、、

然シ、一般ニ.ハI-Ａ.ｓkoｒbinsiiｕｒｅノｙ生値内二

過量二囁り入レラレテモ、過飽和ノモノ.ハ直

二尿中カラ醵外二排出サレテ、生醒内二過剰二

貯｀ラレルコト．’｀ナイト云ハレテヰル．従ツテ

1-Askorbinsaure J醗外二及ボス非特異的作用

モ、ソノ出現ノ゛一過但Eノモノダト考ヘラレノレｏ

然ラバ、前２同ノ賓験(第一報、第二報ノ賓験)

ニ於テ

　

1-Askorbinsa､ure

　

ノ前處置グケーヨツ

テ相営ナ成績チ得タノハ如何ナル理由ニョルノ

デアラウカ。勿論第２同（第二報）ノ賓験二於

テ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種後、人型結核菌感染前グタユ、

1-Askorbins§､ｕｒｅラ前注射シタ場合ハ、各注射

ノ度毎ニ、ソノ非特異的作用チ受タテB.C.G.

ニョル免疫カガ昂メラレタト４フコトハ考ヘラ

レルガ、l-Askorbinsaure (以下Ask. S.ト略

記ノ、ル）グケノ前處置ノ場合二連績注射デ抵抗

カノ噌加ヲ･認ｊルコトハ、昔ニ、注射期間ソノ

非特異的ナ影響が集積サレルトイフグケデナ

ク、長期間ノ注射が臓器J Vitamin Ｃ 含有量

－モ何等カノ憂化ヲ及ボスモノデハナ１カト考

ヘラレノレ。

ｎ。賞験第一

賓験第一デハ長期間ニワタルAsk. Ｓ．ノ連績

注射が「モルモい」臓器ノｖitａｍｉｎＣ 含有量

ニ噫化ヲアタヘルカ否カヲ･検シタ。
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Ａ。

　

官験方法

８匹ノ倣重4CO乃至500grノ雄性｢モルモ、ト｣

-- Ask. S. 10乃至20 mgr 大晦日(時二隔日)

腹腔内－60日間注射シタ。 Ask. S.ダヽDr. T.

Schuchardt製作(ドイツ製)結晶性化學純品サ

　　　　　　　　

一一一

　　　　　　　　

‥一
用ヒテ、用二臨ンデ秤量シ滅菌生理的食嗜水二

溶解シ、ソノ1．０ ccm が所要;､イ10－20 mg･r)

ヲ･含ムヤウユ作ツテ注射シタ。注射日敬60日、

１匹宛ノ注射全吊が700 mgr ニ達シタトキニ、

最後ノ注射カラ60乃至72時間ヲ経テ濾I皿シテ

殺シ、M

タ。尚同時二何等装置ヲシナカツタ略ｌ同膿重

ノ雄性｢モルモヴト｣８匹ザ對照トシテ、i寫血シ

テ殺シ、ソノ臓器ノ還元Vitamin Ｃ含有量ラ

測定比較シタ、。

　　　　

還元型Vitamin Ｃ ノ定量

藤田・海桧原氏法二従ツテ測定ヲ行ツタガ､Pul-

frich光度計ガナカツタカラ、少シ煩雑グツタ

ガ比色法ニョツテ測定シタ。

賓験｢モルモット｣ト堂l照｢モルモリト｣トヲ交互一

浪血｡シテ殺シ、直二臓器(肺、肝、牌／爪副

腎)サ取り出シテ、臓器ノ一定重量ノ２供量ニ

5 % Meta燐酸液ト純化海砂サ加へ水ヲ加へｆ

混和、遠心沈澱シテ濾過シ、臓器ノ５倍稀憚除

蛋白液ヲ得タ。副腎及ビ牌臓ハ重量が軽イカラ

５倍稀憚液ニョルト少量ノ除蛋白液シカ得ラlノ

ナイノデ、10倍稀憚除蛋白液サ作ツタガ、他ノ

臓器二比シVitamin Ｃ 含有量が多カツタタノ･

一比色定量ニツイテモアマリ不便ノヽナカツタ。

コノ除蛋白濾液4．０ ccm ニ燐酸緩衝液2.0ccm

トMono沃度酷酸液1．0 ccm テ加ヘテ混和シ

40でノ水浴中ニ５分間放置シ、更ニMbヲ除

キ結晶水サ含マタヤウユ精製シタNa-Wolfra-

ｍａtテ用ヒテ作ツタFolin氏試薬1．0ccmテ

加ヘテ40°Ｃノ水浴中､ニ､10分間置キ、取り出シ

タモノヲ流水中デ10分間以上冷却シタ。

　

コノ

場合白色ノ雲架状ノ沈澱が出来ルカラコレヲ･遠

心沈澱シ、カクシテ得ラレタ青色ノ上清テＬｅｉtｚ

製萬能比色計ラ川ヒテ測定シタ。

尚對照液トシテ、注射二用ヒタＡsｋ．S．ノ結

晶ラ精確二秤量シ蒸阻水二一定量溶解シタモノ

ヲ･、同様ナ操作デ呈色反座ラ呈サセテ使用シ

タ。コノ場合、還元型Vitamin Ｃ含有量ノ少

イ臓器除蛋白液ハ比色ノ目的こ､ハ呈色度が薄

ク、各種ノ濃度j Ask. S.含有對照液ラ作ツテ

周到ナ注意ノモlヽニ比色ヲ･行ハネバ結果が動揺

シ易カツタノデ、カナリ困難且ツ煩雑デアツタ。

Ｂ。賓験成績

第１表

　

還元型Vitamin C 含有量（ｍｇ％）

　　臓器　肺

群j｢､ル　　　1
　1

寸

臓　，　香嬬

肝

臓

肺

臓

腎

臓

副

腎

群

＼ｓ。

｢モノ

ズ

モット｣　。。＼

　　221

肺

臓

18.9

肝　　牌　１　腎

臓　丿　臓　１　臓

20.3　22.9　　10.3

　 副

　 腎

㎜ 　 ㎜ ㎜ ㎜ r 皿

2 1

.

1

211 13.4 10.5　　55.6　1　15.759.8

對

照

群

’　　　　212　　　　1　37.0　　17.2　　50.6　　17.983.3 222 ８．３30.9 45.9ﾚ13.7 j 25.7
r　　　213　　ﾚ14.3　17.2　39.2　18.5

Fこ一一一

こ/）　　　　　214　　　j　20.4　1　40.0　１　51.5　・　18.7

54.3 223 12.7 23.6　　39.9　　15.3　　35.6

83.3 224 17.8 23.1　　25.2　　16.6　　41.7
一一一一一
16.7　23.3　21.7　53.8

一一一

弥　　　　215　　　‘　16.7　　44.6　45.7　　16.9
75.6 225 ９．８

創∧　　　　　216　　　　　　9.9　1　29.1　1　46.0　1　23.1
55.2 226 22.3 18.3 21.5　1　12.5　　15.4

酋　　　217 21.1　i　55.6　j　71.4　28.274.0 227 11.7 21.4　，４０．８　　　７．３　づ

218 17.8　　27.5　1　52.1　1　15.669.4 228 ８．９23.1　・　35.2　16.6　・　41.7

乎　　均　∩18.8 1 30.2　51.5 19.3 69.4 I
-

平　　均 　13.8
-

　22.2
㎜

31.8』4.3 1 32.6
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測定ノ成績､ハ第１表二示シテアル。注射群、對

照群ヲ通ジテ、表二見ラレルヤウユ非常二個鱈

差が多イノデアルガ、還元型Vitamin Ｃ 含有

量が最モ多量ナノハ牌臓ト副腎デアツテ、Ask.

S．注射後ノ含有量ハ此ノニ者デハ少シク噌加

シテ居ルヤウユ思バレル。含有量ノ少イノハ肺

臓ト腎臓デ、肝臓ノ含有量モ割二少ク、コレ等

ノ含有量ハＡｓｋ．Ｓ．ノ注射ニョツテモ著シイ

受化テ来シテナ１ヤウユ思バレル。

然シナガラ、全般的二見テ各臓器ノｖitａｍｉｎＣ

含有量ヲ平均シテ比較スルト、明カニ牌臓lヽ

副腎トニ於テズヽ増加が認ｊラレ、他ノモノモ少

シノヽ含有量ノ噌加ヲ来シテヰルヤウェ思ノヽレ

嗇コノ賓験ト同時ニ、別ニ３匹ノ「モルモバヽ」

ニ同様Ask. S．10．０mgr ヲ10日間注射後ﾆｰ、

對照３匹ト1ヽモニ、上臭那原氏法ニョリSoda-

Ｃａｒｍｉｎテ腹腔内ニ5―10ccm 宛１日１同７日

間注射シテ生幄染色ヲ行ツテ、撲殺後Formalin

デ固定シテ頻徴鏡標本ヲ作成シタ。検鏡ノ結果

Ask. S.注射群デハ牌臓ノ内皮細胞及ビ肝臓ノ

星芒細胞等ノ

　

Carmin沈著が對照二較ベテ少

シク著明ノヤウユ思パンダ。、

III.

　

資験第二

賓験第一ノ成Wいヨツテ少クトモＡｓｋ．Ｓ．ノ

連鎖注射ニョリ「モルモいヽ」臓器ノ還元型Vi-

tamin Ｃ ノ含有量が、殊二牌臓及ヒヽ｀副腎二於テ

明カニ噌加スルコトヲ知ツタ。シカシ、１個

値ノ臓器ノ還元Vitamin含有量ノ多イコlヽ、

換言スレバ過剰二貯臓サンタ状態ニアルコト

ガ、盲験的結核感染二果シテ防禦的二良好ナ影

響ヲ及ボフ、カドウカト云フコlヽが問題lヽナラネ

バナラ孔既二賓験第一デ知ツタ通リレモルモ、

ト」ノ１臓器=例ヘバ牌臓等、Vitamin Ｃ含有吊

ノ多イ個腰デ・ヽ他ノ臓器二於テモ含有量が多

ク、而モコレ等「モルモいヽ」ノ還元型Vitamin

Ｃノ含有量ハ個腰間二於テ非常ナ差ガアルノデ

アルガ、若シモコノ差異が「モルモリヽ」ノ結核

感染二於ケル病受ノ個腰ズで卜開係ガアルトスlノ

バ、感染二對ノ､ル個腰ﾃ堆トイフ問題ノ解決二一

ツノ具腰的ナ示唆ヲ･典ヘルモノトナルカモ知レ

タト考ヘテド大ノ賓験テ行ツタ。

Ａ。賓験方法

「モルモヴト」ノ牌臓ラ剔出シタ後、剔出牌臓ノ

還元型Vitamin Ｃ 含有量ヲ･測定シ、手術後１

週間目一人型結核菌ヲ感染シ、ソノ経過ヲ観察

シタ。牌臓剔出ハ「モルモ。ト」テ腹位二固定シ

テＡｅtheｒノ軽イ麻酔ノモトニ、脊柱ノ左側季

肋部ニ１ ccm 位ノ切開テ施シ、容易二牌臓ヲ

挾出シ血管結紫後剔出シタ（建二教室ノ吉村學

士ノ助力-･感謝ノ意ヲ表人）。術後ハ殆ﾄﾞ刈等

ノ障碍モナク１週間後ニハ手術創ハ完全、ニ･治癒

シ、醒重モ術前同様二恢復シタ、、

感染ニハFrankfurt株人型結核菌/ Petragnani

氏培地上１．５月培養ノモノラ正確二秤量シ、生

理的食堕水中ニソノ0．５ ccm が菌量0．01 mgT

ヲ･含ムヤウユ平等ノ浮游液ヲ作り、各0．５ ccm

ヲ’郎チ0．01mgr ツ牌臓剔出「モル≒､ト」ノ右

側大腿部外側皮下二接種シタ。

Ｂ。

　

賓験成績

個々ノ「モルモヴト」ノ間デ・ヽ醵重ノ噌減二就ヲ

ーハ、ソノ還元型Vitamin Ｃ 含有量二拉行シタ

差異ハ認ｊラレナカツタ。

10倍Tuberkulin皮内反座ヲ感染後２週間目

カラ毎週１同宛行ツタガ、2006貿二於テ既二諒

２週目二著明二陽性サ呈シタ他ハ第３週目カラ
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陽性トナリ、各個蔵ノ間－。・ヽ=]レモ格別ノ差ハ

認メラレ難カツタ､、

剖検所見ハ、剖検時日が一致シタモノノ撒が少

イタノ･ニ確言ハ出来ナイガ、肺臓還元型Vita-

min Ｃ 含有帑ノ差二基クト思バレル病歿ノ差

ノ｀ヽナｆト考ヘタガガヨイト､Ｓノヽレル。 2008琥ハ

37日目、2010琥ハ10日目二死ンデ臓器ノ結核

性分化ハ認ノ･ラレナイ。

　

モツトモ88日目二殺

シタ３匹ノ中デハ2007琥が病唆が最モ軽度デ

アリ、牌臓J Vitamin Ｃ 含有量ハ39．２ｍｇｒ％

デ最モ多量デアリ、140日目二殺シタ３匹ノ中

デハ2003貿がVitamin Ｃ 含有T輦31．５ｍｇＴ％

デ最モ多ク且ツ病歿ハ軽イノデアルガ、全胎テ

綜合シテ号ヘテ見レバ特二還元型Vitamin Ｃ

含有吊:ノ多寡－ヨツテ病歿ノ軽重が存ソ、ルト｡ハ

直ニハイヘナバ第２表參照)。

第２表ノ臓器病愛ノ程度ハ、肉眼的二粟粒結節

第

　　

２

　　

表

こ鴇
生
存
日

撒

僣
重

　ら忿g，減。

　肺臓　肺
逗元v.c

含有量
　mｇ％　Ｘ臓

肝

臓

腎

臓

2002　140　　　170　20.0　i＋，＋，‾

2003　　，，
｜
-140　31.5　， －:士　－

20U4　　1 日　　　　220　22.5　　十十　併　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
2006　　88　　　80　27.1　　十十　十十　－

2007　　，，　　40　39.2　十十　士’－

2009　　，，　－80:　30.8　升　十H･，－

2008　　37゛　-40　19.0 ,--　－

2010　　10（　-201　22.5　1－l－ ㎜

　　　　　　　　　

゛印ハ死

ノ少数ノモノ土、粟粒結節10個内外叉ハ少数

ノ米粒大ノモノ存ノ、ル場介十、大豆大以上ノ結

節及ビ多数ノ米粒大以下ノ結節ヲ･認ノルモノ

丑、結節が臓器ノ全農ユ亙ツテ大小密二存スル

モノ併、lヽシテ大農ノ標準1ヽシタ．、

IV.

　

總括考按

Vitamin Ｃ がAsk. S.ト同一ノモノトセラレ

テ以来、臓器J Vitamin Ｃ ノ定量ハ厘ｌ試ﾐl

ラレ、叉多倣ノ人ニョツテ報告サレ、最近Gi-

roudニョリ詳細二部ノテ登表サレタ､、最近－

デハ定帑方法が異ルニ従ツテ測定ノ結果モ亦匯

。々デアルコlヽが免レ得ナカツタガ、1936年藤

田・海老原氏等ノ勝レタ定量法が報告サレテ以

来、日本ノえデナク外國デモ使用サレ、定量法

ノ問題ノ｀ゝ

　

-‘段落ノ状態ニアルト考へｊレル。

Ask. Ｓ．ノ経口的叉ハ非経口的投爾後、動物臓

器J Vitamin Ｃ 含有量ノ定量テ試え、小林氏

ハ「モルモ。ト」ノ肝臓及ビ牌臓中ノ含有量ハ附

加シ、副腎ノソレハ減少フ、ﾉﾚﾄ報告シ、叉Ja-

cobsenハ肝臓ノ含有量ハ４時間後二最高値ト

ナリ副腎ノ含有量ハ20時間後最高二惶ソ、ルト

４ヒ、尚同氏ハ８乃至15日間Vitamin Ｃ 訣乏

食餌テ奥ヘテ後、毎日Ａｓｋ．Ｓ．テ投爾ノヽルト

投爾後４乃至９日後含有;､;Tハー－定二達シソレ以

後ハ勁化シナイトモ報告シテヰル。一般ニSch-

roeder, Gabbe, Ammon及ビEnmerie等ノ

最近ノ賓験ハ、過剰ノ

　

Ask. S.ハ直二尿中カ

ラ閣外二排出サレｆ貯蔵八行ハレナイト４フ事

賓ヲ･澄明シ、廣ク信ゼ）レテ居ルガ、シカシコ

ノ問題二就テハ末グ全ク解決サレテノヽヰナ４．

何レニセヨ、ごコノヤウニAsk. S． ノ形デVita-

min Ｃ が生閣二典ヘラレ、ソレガ尿中二排出

サレルヤウーナツタ、郎、飽和シタ状態ニアル

ト考ヘラレル個閣内ノ連鎖注射或ハ投爾後ノ

Vitamin Ｃ含有址ノ状態ザ知ルコトガ必要デア

ルノニ．コノ鮎二開シテハ全ク賓験が試ﾐlラレ

テ居ナ４ノハ遺憾デアル．私ノ賓験第一八序論

デモ述ベタヤ゛ノニコレトハ少シ異ツタ目的デ行

．’｀レタモフデア･しが結果二於テハ､連網注射後

ノヽ数個ノ臓器=内二軽度デハアルガ貯蔵サレルト

に成績ラ得タｏコ

　

レy＼―時ニ「モルモヅト」１日

ノ需要ｽ4;T0．25―0 ．5mgr卜云ハレテ居ルモノニ

較“｀テ.’｀可成り大;ふノ10．0－20．０mgr ヲ連接

シテ毎日（時二隔日ノコトモアツタガ）注射シタ

コトガ、非常ナ大;lり･一時二投奥スルコトト．ハ

齢程異ツタ影響ヲ爾ヘタモノトモ考ヘラレ､レ．
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何レニシテモ、「モルモ。ト」臓器ノ還元型Vita-

　

min Ｃ 含有量二於テ､ハ個幄差が著シク大デア

　

ルカラ盲験成績が明瞭デナイガ、注射群lヽ對照

　

群トノ平均テ比較スル1ヽ明カニ差が認ノ･ラレ

　

ル。シカシ注射ニョルVitamin Ｃ 含有量ノ附

　

加が注射ノ中止｡ト1ヽモニ何時迄硫槙フ、ルカ、含

　

有望ノ附加が逆二個盾性ノ上－ドノヤウナ影響

　

ヲ’及ボスカガ明カーセラレナ引

　

テ直ニＡｓｋ．Ｓ．ノ前處置ノミガ人型結核菌感

　

染二對シテ良好ナ結果ヲ来サシノタ原因グト断

　

定スルコトハ勿論出来ナイコトデアル。

　

尚私ノ行ツタ

　

Ask. S.注射群二於ケル生醍染

’色盲験ノ結果、及ビ教室ノ川口氏ニョル賓験結

　

果、郎、Ａsk．S.ノ注射ヲ重ネルニ従ツテAdler-

　

Reiman氏法ニョルKongorot-Index

　

ノ低下

　

が噌スl･イフ事賓テ併セ考ヘレバ興味アルモノ

　

トjlヽ。″｀レノレ。

　

「モルモいヽ」臓翁ノ還元型Vitamin Ｃ 含有量

　

。・ヽソノ個醒差が著シイケレド゛モ、第一賓験ノ結

　

果カラ見レバ、一個醒ノ内部デ｡ハ大幄一定ノ臓

　

器ノ含有量ノ多量ナモノガ、他ノ臓器ノ含有量

　

二於テモ、他ノ個醵二比シテ多量デアル。

　

ソレ

　

デ前ニモ述ベタヤウユ、例ヘバ牌臓二於ケル還

元型Vitamin Ｃ含有量ノ多少ニョツテ、 ソ　ノ

個醵ノ臓器或ハ個醵全賠ノ含有量ノ多寡が大膿

推定シ得ラレル。而シテー1ノ見地カラ私ノ第二

責験ノ成績ハ判定サレネパナラナイ。既二結核

動物二於ケル臓器ノｖitａｍｉｎＣ 含有量ノリ化

二就テハ西垣、山上氏等ニョツテ報告すレ、肺

臓ノ還元性Ａsk.S.ノ減少ノ著明ナコトガ結

核二特有ナ分化グトサレ、一方叉柳滞氏等ノ藤

田・海老原氏定'li法ラ用‘ヒタ賓験報告デハ、試

験動物ノ個醗差が著明デ結核臓器ト對照臓器ト

ノ間ニダヽ特異的ナ還元型Vitamin Ｃ 含有量ノ

差が認メラレナｆコトカ述べ｀テアル。

　

シカシ、

コレ等ノ賓験デハ感染前ノ含有量ト結核病歿ト

ノ開係ヲ知ルコトハ出来ナイ。私ハ既二述ベタ

通リ、Vitamin Ｃ 含有量ト結核感染二對スル

個醵差トノ間二何等力直接的ナ開係ノ存在ヲ像

想シタノデアルガ、賓験ノ結果ハ充分満足ナモ

ノデハナカツタ。勿論肺臓ノ還元型Vitamin Ｃ

含有量が最モ多量デアツタ1、2ノモノニ軽度

ナ病撥テ示スモノハアツタガ、コレ等含有量ノ

差が恒存的ナモノデアルカ、卸、ソレガ個膿的

二定ツタモノデアルカノ決定が先決問題グト考

ヘフレノレｏ

Ｖ。結

　

語

Aｓｋ．Ｓ．ノ大量ノ連禎注射ハ或程度「モルモヅト」

臓器ノ、殊二副腎、牌臓ノ還元型Vitamin Ｃ

含有量ヲ･、著明デハナ４が噌加サセルヤウー思

「モルモ丿」デハ個醒的二臓器ノ還元型Vita-

min Ｃ ノ含有量が異ルガ、ご1レガ「モルモヅト」

ノ結核症二對スル個鱈差ノ原因的一因子グト､ハ

直ニ。'｀考ヘラレナイ。

ぐ戸田教授ノ不断ノ御指導、御鞭捷及ビ御校閲。

ニ對シ深ク感謝ノ意ヲ･表ス)。
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